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平和島スターボウル徳江  和則アキュライン・プレミアム 2015

ナノデス・スーペリアアキュライン・プレミアム 2017

Nanodesu Accu-Line Premiu 2015以降、約1年ぶりにこのAccu-Line Premium 2017が発売です。
Accu-Line Premiumでは欠かすことのないPremium Coreは2017モデルでModifayされ、より先での動きが協調されたと
言っても良いでしょう。最近のNanodesu CoverStockの特徴としては、パステル色の淡い鮮やかなPearl配合の添加物が
導入されたことです。国産のCoverStockもオイルキャッチと耐吸油性を考えた場合、強さだけを求めるとキャッチだけが先行し
耐吸油性もままなりません。CoverStockは強さを求め、同時にエネルギーをロスなくBackendまで伝えるためには…。
その答えがパステルパールにあります。強めのCover Stock、特にBackendで動きがでる素材にあえてパステル素材を採用すること
でキャッチと走りを両立さ、吸油も最小限にすることができる。これがSuperiorやAccu-Roll4双方に共通して採用した製法であり、
オイル上ではスキッドを優位にさせ、ドライゾーンでは急激にブレーキをかけさせる、Backendで鋭く動く理由がここにあります。
そしてNanodesu Accu-Line Premium 2017の基本ブレンドはNanodesu SuperiorとAccu-Roll4のちょうど中間の
添加物にパステルパールを配合しています。今まで様々な配合NanodesuCoverstockをテスティングしてきましたが、パステルが
混入できるようになったことでキャッチとスキッドのバランスが大幅に広がったと感じています。Coverstockを強めにしながら
パステルでスキッドを増やす。徐々にNanodesuブランドのPerformanceの幅もこれから広がることでしょう。
ABS専属の松永裕美プロもプロトタイプのテスティングで大絶賛しており、発売前からトーナメントに持ち込んでいる報告も
受けています。ここ数年の傾向はNanodesu Premiumシリーズは発売とほぼ同時に完売に至る傾向です。早めのオーダーを
おススメします。

今回のNanodesu Accu-Line Premium 2017はAccu-Roll４やSuperiorと同様の製法でパステル配合のスペックです。
スキッドを伴うPremium Coreのフリップ状の切れ味を是非お試しください。
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